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　　　This　paper　reports　an　experiment　on　constructillg　a　syntax－analyzer　of　simple　Chinese

　sentences　by　means　of　the　attributed　syntax－directed　translator－generato1°MYLANG．

　　　Agrammar　defining　simple　Chinese　sentences　is　given　in　the　extended　BNF　and　is　rewritten

　in　RTF　as亡he　input　specification　to　the　MYLANG　systel11，　The　system　transforms　the　RTF　into

　the　Augmented　Transltion　Network　model　equipped　with　attributes，　and　from　the　model　con－

　structs　the　desired　allalyzer，　which　input5　a　Chinese　sen亡ence　and　outputs　a　data　structure

　representmg　a　kind　of　semantical　structure　of　tl〕e　sentence．　Though　the　types　of　sentences　alld

．　the　number　of　words　used　here　are　a　few，　the　obtained　result　is　thought　to　show　that　the　method

　adopted　is　considerably　u8eful　in　c白nstructillg　Chille8e　language　processors．

1ぽえがき　　　　　　　　による記述を述ぺる・第4鞠ま賄的酬を用いて，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構文解析木および解析した単語とその属性の対のリスト

　本請文では，我々の研究室で開発した属性付構文指示　　　の描成過程を示す。

翻訳系の生成系MYLANGIIを用いて行った中国語文の
微解析システムの醗の試みにつ、、て継する．この　2・本システムにおける中国語構文締の仕様

生成系はmini　BASICコンパイラ11，　LISPインタプリ　　　　2．1．中国語の文型と特徴

炉㌔prologインタプリタ田などかなり広い範囲のクラス　　　　まず簡単に中国語の文型と特徴を述べる。

の言語の処理系を生成することができる。ここでは簡略　　　　中国語の文法では，述語の性質によって，一般に，体

化した中国語文の文法にしたがって構文解析を行う実験　　　言述語文，形容詞述語文，動詞述語文，主述句述語文の

システムのMYLANGによる試作について述ぺる。　　　　　四つの文型がある。本論文では」動詞述語文を対象とす

　第2章では本論文で取扱った中国語文の文法の拡張　　　る構文解析を考察する。

BNFによる記述を与えたあと，拡張遷移網（Augmellted　　　　動詞述語文とは動詞で述語が形成されている文を言

Trallsition　Network＝ATN）による表現を示す。第3章　　　う。動詞述語文の述語は主語の動作，行為，変化を説明

ではMYLANGを使用するための中国語文の解．析の1士　　　する役割を果たす。動詞述語文は目的語を取らないもの

様記述の方法と拡張BNFから1！｝き直した属性付RTF1）　　　（例1｝，目的語を1つ取るもの（例2，例3，例・D，目
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的語を2つ取るもの（例5〕に分けられる。また動詞述　　　　2．2．中国語文の構文解析の基本仕様

語文を意味的に区別すると，行為や動作械す文（例・、　本試作システムでは・2・1端ぺ醐…司述酷の基

3山5），行為や動作を表謝・文（例2）に分けら　本翅にしたがって文喘文解析を行う・鯛述語文の

れる。　　　　　　　　　躰鯉譜適よく使われるのは・次の三つの鯉
例1先虹｛乍．／先生は働く。　　　　SVO，　ASVO，　SAVo（連体醐語・補語を除く）であ

例2紺上有一本書．／机の上に一冊の本がある。　る・・．ここで，S一動作主語，V勃言司・O＝目的語・A＝状

例3我贈ノ私は本を買う。　　　　況敵ある・本システムは・このような躰文型におけ

例4他去学校．／杣は学校に行く。　　　る，A，S、0の三つの欄句（酬欄短語を含み・時

例5那雌生繊順文。／あ酷生は税、達に薙　間語は時間鞠を取扱う），あるいは・その馴醜更

轍える。　　　　　　　　にの胎介詞が伽たり付カユなかったりす翻こっ
鯛述語文の卵語として用いられるものは名詞（例　いて締した・以下｝・そ畦本文型とその倣を示す・

3の”書”，例4の「e学校”，例5の“英文”），代詞｛例

5の・・我冊，または動詞，形容詞、主鯉舗どがあ　　1．SVO：挺過上海・／私は上海に行ったこ

る．ここでは，よく配名詞，代詞目的語を取扱うこと　　　　svo　とがある・

｛、する。　　　　　　　　　　osv・圭壁圭過了：／上海は私が行った
中臨を処．理す鵬モの舗を教なけ］・ばならな　　　　　osv　こと端る・
い。中国語の特徴は形態変化がないということである。　　　　　　SOVl　窒圭翌圭一過了・／私は上海は行った

つまり填語や躰語と違って，時制沽、称融によっ　　　　sov　ことがある・
て語尾躍化しない．しかし，時働言司や働語を使っ　2．SAVo璽竺野一本書・／私は昨日一冊

て嗣暖化や活蹄をづくり1ある鰍を付加するこ　　　　SAV　O　躰を買った・
とはできる．次にその例を示す。　　　　　　OSV・躰甦里・／こ躰は私が買う・

例6昨天獺了一識／昨日私1柵の本を買っ　　　　osv，
　　　　繭礪助　た。　　　　　3．ASVo・已≡旦了一本書・／帽私は一

　　　　n＝司　　　　　　　　　ASV　・　冊躰を買
　　　　　過去　完了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った巾

　　この例では，時間名詞1t咋天”と時制助詞’†了”によっ

で・過去・ピ完了・の意味隔されているはの例で　我々にはまず基本文型の髄を拡張BNFによって定

は塙間綱だけによって過去の意味が表されている．　義した・（附録1参照）・次にそ磯つかを示す・

　　例7撮年在上海工作。／私断年上蹴働いた・　　〈文〉＝ζ名詞句列×亜掴句〉

　　　　　　蒔茗　　　一面「　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈名詞句列〉＝〈動作主〉｛〈時場物〉｝

　　　　　　問更Lジ司　　　　　　　珊蹴｛醐主〉｝
　　　　　　　　過去　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈動詞句〉＝〈副詞節〉｛〈前助詞〉｝〈動詞類〉

　　また沖国語は多品詞性の繍も持っている．づの　　　＋端助詞〉｝〈動詞類〉

単訓いくつか助テゴリに頒できる．例えば「t来” @ここで＝と＋1まそれぞ樋常のBNFの記法における

　という単語は動詞でもあるし，方向袖語でもある。また　　　1：・と1に対応し・｛…｝は括弧の内容…が無い場合もある

　助詞も表す。なお、動詞や形容詞の大部分（二文字形容　　　ことを示す・

　詞｝はよく名詞としても使われる。その使用では，形式　　　　ここに　く動作主〉は人間動作の主体，

上嘔別もほとんどない。　　　　　　　　〈醐物〉蹄鵬詞掲所綱（介…司短語
　　我々には，以上に述べたような中国語の特徴を考慮し　　　　　　　　　を含む〕，物体名詞，

ながら，謡魍系の生成細YLANGの屈鮒という　　　く醐節）は鯛冨胤否定醐
綴を稠して，鯛描文を対象とする纏酬シス　　　〈前助詞〉は継助露欄，当為酬詞，

テムを試作した。　　　　　　　　　〈彌類〉は胴による頒を意味する・
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は『麟霊㌶霊つ㌫あ㍉所
　　　　　　　働作主，　　　〈助場拘〉　　　　　　　　　　　詞〉をさす。

・・働 @　 ゜　。　　　もう一つはく時繊醐作主〉｝のある道である．そ
　　　　　　　（時場均）　o〈動｛柱〉　　　　　　　　　　の例を次に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目｝，注枝鋼箪我給小王。／このペンは私が王さんにあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②，那迫来了一個人。／あちらから一人が来た。

働脚　　く四卵　　醐m＞　（1）は囎物〉〈動作主〉の例で・ζ時場物〉はく物体
　　　　　　　　　　（前助詞）　　　　　　　　　O　　　詞〉をさし，②はく時場物〉だけの例で、〈時場物〉は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く場所詞〉をさす。

　　　　　　　　（捌詞櫛　　（前助詞〉　　　　　　　　　　　〈名言司句）の処理を終るとく動詞句〉に行く。〈動詞

　　　　　図一1’〈文〉のATNによる表現　　　　　　　句〉では〈動詞類〉へ行くのにそのまま行くか，〈前助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詞〉または〈副詞節〉を経て行くか，あるいはく副詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　節〉〈前助節〉を経て行くかの四つの道がある。〈動詞

　図1は上の拡張BNF文法を表現したATNである。　　　類〉は動詞の形態上と意味上の両方より分類される。こ

　く文〉ではまずく名詞句）に行く。ζ名詞句〉には二つ　　　れをATNによって表現せば，図2のようになる。

の遥移路がある。一つは〈動作主〉｛〈時場物〉｝がある道　　　　この試作システムに現在収録している動詞は少いか

である。例えば，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら，一応四つに分類している。これは図2において動類

　我去上海。／私は上海に行く。　　　　　　　　　　　　　　1から動類4として与えている。構造的にはあといくつ

はく動作主〉だけがある例であり，　　　　　　　　　　増えてもかまわないようにしている。

＜終助詞5

c正間15 @　＜酬1＞。　〈剛詞う　　。　ζ剛5司〉　　。

　　　　　　　　　　　くぬ　ニか
・・噸2＞ @（正鍋　 〈人即、，〉　〈棚こP　。
　　　　　　　　　罐働1｝　（酬詞3　　、卵£

　　　　　　　　　　　　　　　c人称L2＞

・蜘ユ・　＜動詞3＞。＜攣笥）　　〈㈱阿・

＜1さ助1‘・P

・綱・　・肋言・川。・・7－　（動詞い。く］鼎、詞♪。

ノハo　くn体詞さ　　o“

図一2　〈動飼類〉のATNによる表現
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　次に各動詞のATNについて述べる。　　　　　　　　　　　3．1．属性付RTFの仕様6己述

（動類1＞はe¶工作”（働く）のような目的語を取らない　　　　中国語の文法を記述した属性付RTFの表現の一部を

動詞類である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4に示す。その中に使われた文法名とその略記号の対

く動類1＞には三つの遷移路がある。その際，それまで　　　応表は附録2に示している。

に解析したく名詞句〉とく副詞節〉とく前助詞〉の部　　　　＜　x　＞＝〈（⊥皿＿

分の属性の値を使ってどの道へ行くかを判断する・例え　＿＿＿コー＿
ばf‘工f乍”という動詞の主語がく動作主〉であれば〈名　　　　　　　　　　　　　＋ELSElERRO田　」

詞句〉の属性値はオ働作主”でなければならない。次の　　　　　図一4　〈文〉についての定義を記述した属性付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RTFの表現
例文

　他工作不工作。／かれは働くかそれとも働かないか。　　　　図4について次に説明する。

は最初の”工作”の前にく否定詞〉とく前助詞〉があっ　　　　図4は次の拡張BNF（附録1の先頭），

てはならないから，この”工作”に解析が進む前に〈否　　　　く文〉＝〈名詞句〉　（動詞句〉

定詞〉とく前助詞〉の属性を判断しなければならなレ㌔　　　　の属性付RTFの表現である。属性付RTFでは，各記

　〈動類2＞には四つの遷移路がある。どの路を通るか　　　号を以下のようにして区別し，あいまいさによる混乱を

を判断する方法は同様である。ただく名詞句〉の属性が　　　避けている。

”動作主”ならく場所詞〉の路へ行き，その属性が”場　　　　・各定義は㌦”で区切る。

所”なら〈人称名詞〉（〈人称3＞を除く）の路へ行く。　　　・終端記号は入力記号の場合㌦”と　‘‘，”で表し，活

　　く動類3＞，　＜動類4＞についても同様である（図2　　　動記号の場台”1”と叶”で囲んで表す。

参照｝。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・非終端記号は“ぐと’¶〉”で囲んで表す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・非終端記号が属性を持つ場合は次のように記述する。

3・MYぷGによる中国語文解析システムの生成 @　〈。（r。い品／，11、宇、ゆ

　MYLANGは図3のように，屈性付RTFを入力して，　　　　ここでαは非終端記号の名前を茨し，1｝～、11は0以上

属性付構文指示翻訳系を自動的に生成するシステムであ　　　の整数である。∫エ（1≦ゴ≦，のは相続属性の生起を表し・

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫エ（1≦y≦泊は合成属性の生起を表す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・活動記号のなかに述語を導入した場合，述部P（泊，

　　　　　届鮒RTF　　　肋文字列　　　、，，・・、．。）は次のように恥て活動記号のなかに入踊。

具＿嘉孫ここ鷲緊目続＿ある．
　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　・’（＜・lo＞……端）〉）／’は外側の曜1（”ピ）”で囲ん

　　　　　　OiO　：：1部剛〉”　）〉　も良いことを

　　　　　　　　　　　　1　　’　　　　　　　　　　　　次に個々の非終端記号について説明する。

　　　　　　　　　　　　　　　　田控付縄文詣示蒔訳宗一“一”　　　　出　　力　　　　　　　　　　　くJU（X／S）〉

　　　図＿3　MYLANG｛こよる言語処理系の生成　　　　　　ここから文の解析がはじまる相続屈性Xには入力した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文の単語リストによる表現（X1，X21…，Xn）が格納され、

　ここではまず拡張BNFによって記述した中国語の動　　　合成屈性Sには解析結果の意味データ構造を表すリス

詞述語文の文法を属性付RTFによって記述し直し，次　　　トが格納される・

にこれをMYLANGに入力して属性付構文指示翻訳系　　　　　くW（X／Y，　X）〉

に変換する。こうして得られた翻訳系は中国語の文を入　　　　入力した文の単語リストを値として持っ相続属性X

力してその倣と意味の解析を行い，その結裏認味　はこの1ほトの中の1醐の単語x1を取って舗属性Y

データ構造として出力する。　　　　　　　　　　　　　　　に渡し，残りのリスト（x2ヂ・・x，，）を合成属性Xに渡たす。
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　　〈MJ（X・Y／IMJAXIY）＞　　　　　　　　　　　　　　lERROR　lはYがNILならば，すなわち上述の解析が

　これはく名詞句〉の解析の働きをする。相続属性Yは　　　正しく終っていれば，　（LIST（MJ，DJ／S））を実行し，

単語x・で・Xはリスト（x・，…・x・）である。〈名詞句〉の　　　そうでなければ誤りと認めて［ERROR［を実行する。

解析結果はMJに渡される・もし〈名詞句〉の中にく動　　　　次の図5は〈動作主〉についての判断部分である。

作主〉があれば・Aに’OZZ「というζ動作主〉の属性が記　　　　図5のように，もし〈単代人称〉　（〈DDA（X．Yノ

録される。もし〈動作主〉がなければAに’時間∵場所’　　DZZ，X，Y）〉によって判断）とく複代人称〉（〈FDA（X，Y）〉

などの属性が記録される・　〈名詞句＞x！の解析が成功し　　　によって判断）と（人称名詞〉　（REC（X，Y／DZZ、X，Y｝〉

て終ると，相続属性Xにあったリスト（・・…，品から，　によって判断｝との三つのなかのどれカ・が成立っ筋，

最初騨翫が餓離Yに，蜘のリスト（・，，…，・、）　相続附Yl・入ってい騨語已蝉語の属性付

が合成属性Xに，それぞれ渡される・　　　　　　　　　　（・DDA・や・FDA，など）の対を合成属性DZZに入れ，　Aに

　くDJ（A・X，Y／DJ・Y）〉　　　　　　　　　　　　　　　　　‘DZZ，というζ動作主〉の属性値を入れる。　〈助作句〉

　これは〈動詞句〉の解析部である。この解析を終る　　　部分の説明として，（動類1＞の解析部分を図6に示し

と・その結果は合成属性DJに渡される。解析が正く終っ　　　た。この解析部分は図7の状態遷移図に従って実行きれ

ていれば，合成属性Yに‘NI口がはいっている。　　　　　　る。

　1？（Y＝‘NIL’）1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6について次に擬略的に説明する。

　これは述語Y＝‘ML’を含む活動記号である。この述語　　　　CDL　1（A　1，A2、A3，X，Y／DL　l，Y）〉

は上述の解析が正しく終っていれば真となり，そうでな　　　　ここから〈動詞句〉の〈動類1＞の部分を解析しは

ければ偽となる。この活動記号は前者のとき空系列，後　　　じめる。この中の相読属性A1はく名詞句〉の属性値を

者のとき空となる。　　　　　　　　　　　　　　　　記録している。Alが‘DZZ”であれば，〈Wl（A1，

　＜LIST（MJ，　DJ／S｝＞　　　　　　　　　　　　　　　A2，X．Y／W1．Y｝〉を実行する。　A　2とA3ほ〈否定

　相続属性MJとDJにある解析結果を連結して合成属　　　詞〉とく前助詞〉の属性を記録する。

性Sに入れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜W1〔Al、A2，XIY／W　1，Y）＞

　lERROR　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここでは状態遷移図に示したように，〈DQ　1（X，Y／

　エラ処理用の活動ルーチンである。　　　　　　　　　　W，Y）〉による遷移のあと，解析がまだ終らなければ，ま

　次の部分例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た二つの遷移がある。ここで〈DQ1（X，Y／WLX，Y）＞

　1？（Y＝‘NIL‘｝1〈LIST（MJ，DJ／S）〉＋ELSE　　　はく動詞1＞があるかどうかを判断する。

〈OZ～（X，V／D：Z，4，W，Y）〉＝（⊃2Y（冒’Y／OZ？’オ’Y｝）1（A・：＝‘D言Z．］lJ

〈P三Y（買，YJ，DZヱノLオノY．）〉三二く』」）へ．（珪∫正ノ911己且ヱY）一〉

　　　　　　　　　　　　＋〈FコA（）ζ，Y！Dよこ，式，Y）〉
　　　　　　　　　　　　ナ≦駐三C，（Xzヱ上D：互X’、呈工〉」

図一5　〈動作主〉を判断する属性付RTFの表現

〈PL1（貞1’A2オA三£XゴU、PL1パ）．〉＝L？［A1＝°⊃Zこ1）・1、

　　　　　　　　　　　　〈U1［42，A元1，）（，Yノ［）L1’Y）〉：
〈」」1（A1，A2，）（AヤノH，れY｝〉＝（D［D」〔XA1亡∫」H」’XL’Y）〉

　　　　　　　　　　（〈HOZ（X，Y！HO1，X，Y）×し1ST（H1’HO三∫冒1）〉
　　　　　　　　　　〔＜波1A1ζA1」A？£Hj’X」t／U．七YD］ノ」
』＜冒1A1（直1，轟？，H1パ’Yノ冒1，Y））＝引？〔轟1＝’旧L‘）目，｛42＝’NILりD

　　　　　　　　　　　　　〈FO」」fY，Y〆芭OU，F’叉，Y上〉〈LLS工∫U1正FO1」ノEOU］一〉

　　　　　　　　　　　　　〈Oウ1α，Y／DO1，耳，Y）〉〈L王ST〔FOU，Dう1ノ冒”〉；
〈HOZ｛民，Y」「HOZオX，Y｝〉＝〈H】1」」｛X」Y」』02エX1Y」〉

　　　　　　　　　　　（〈201｛×，Y／ZOτ，Y）〉〈LI5T（HO2，ZO瓢ノ吋OZ）〉｝∫

　　　　　　　　　　　＋（ZO三、｛X，T！HOヱ’Y］〉；

図一6　＜動類1＞を解析する属性付RTFの衷現
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＜DL1｛ALA2，A3．X．Y／DLLY＞

〈WIIAl・A2・X、Y／WL、F｝〉　　　　　　ζHOZ｛X．Yノ「10Z．X　Y｝、くLIぎ「〔WI　llOZ／WIP

　　　　　　　〈DOI〔X　YIWLXヨ）｝
　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
　　　　　　　　　　　　　　　（W1All相A2，wxY／WLY］）

（HOZIX、Y｛IIO2，XIY）〉

　　　　　　　（HZU｛X，Y∫IIOZ．X．Y〕〉〈20Z｛X．Y／ZOZ、Y）〉〈LIST（110τ，20Z∫HOZP

＜ZOZ｛X．Y／ZOZ　YI＞

｛w1Al（Al．A2，Wl．x．YハVLY）＞

　　　　　　　　11●（Al＝’NIL’川i■｛A2＝ゴNILL｝D　　｛FOU｛X，Y／FOU．A．X、Y））

図一7　＜動類1＞を解析する状態遷移図

　〈HQZ｛X．Y／HQZ，X，Y）〉　　　　　　　　　　　　　　　…司〉の定義である。

はく後助詞〉と（終助詞〉の解析部分である。この中で　　　　　く人称名詞〉ニ｛（人量詞〉｝＜人称1＞

〈HZU（X，Y／HQZ，X，Y））はく後助詞〉の判断，〈ZQZ　　　　　　　　＋｛〈個体量詞〉｝（＜人称1＞＋〈人称2＞）

｛X，Y／ZQZ，Y）〉は〈終助詞〉の判断を行う。　　　　　　　　　　　　　　＋｛ζ複代名詞〉｝〈人称3＞

　〈WlA1（A1，A2，W1，X，Y∫WLY）〉　　　　　　　＜人称1＞＝‘朋友’＋↓先生’＋1客人’

　これは〈動詞1＞　〈否定詞〉　〈動詞1＞の解析部分　　　　〈人称2＞＝‘人1

である。A1とA2はく否定詞〉の属性値とく前助詞〉　　　　＜人称3＞＝‘大家’

の属性値を表す。（1？｛A1＝‘NIL’）ll？（A2ニ’NIL’）　　　　〈人量詞〉＝（〈数詞〉＋〈詞間数〉÷〈指示代詞〉）

Dにおいてく否定詞〉と〈前助詞〉がともに無いと　　　　　　　　　1位

き，次ぎに遷移できる。この中のくFOU（X，Y／　　　　〈個体量詞〉＝（〈数詞〉＋〈詞問数〉＋〈指示代数〉）

FOU，A，XIY｝〉はく否定詞〉の判断をする。　　　　　　　　　　　　　　　‘個‘

2．2　辞書について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く数詞〉＝‘一÷‘三’

　このシステムは試作段階なので，収録している単語は　　　　〈詞問数〉＝‘几’

少ない。ここでは各単語のカテゴリを単に，名詞，動詞，　　　〈指示代詞〉＝‘這1十4那

形容詞などのように分けるだけでなく，その単語がどん　　　ζ複代名詞〉＝’我個’＋弥椚’÷’他冊‘

な意味属柱を持っているか，例えば‘人称1’，‘人称2’，　　　　単語の解析の方法について，＜動詞3＞の’1買”（MAI

‘時間’，’場所†などによっても分類し，さらに各名詞を修　　　3つを例として図7によって説明する。

飾する］正詞を名詞ごとに定義した。例えば次はζ人称名

ΦO双x迂且旺L痘Y）狛｛旦社Y〆）拙（紅三’D．引引
　　　　　　　　　　　　　くLIST（Yパ1DO弐）只冒｛XIYパ）〉；
≦D3－（」∫））＝12⊥Yエ゜、甑王3－lJ口

図一7　単膳の解析の方法の例

・　”買”の耕晋字琿



63

　動詞”買”｛つまり可MAI　3”という単語をまずくD　3　　　構成過程が点線によって示されている。このリストは最

｛Yノ）〉によって調べる・Y＝’MAI　3’が成立ったら，属　　　後に最上位の台成屈性Sに渡される。

性Aに「［D3”を講する・次1・〈LIST〔YA∫DO　3）＞1こ　図10｛ここの例蝶行した結果を示す。

よって（MAI　3　D3）という構造を作りあげ，そのあ

とくW（X／Y，X）〉を実行し，次の皐語を取出す。

　4．中国語文の構文解析例　　　　　　　　　　　　　　　　　　く文う⇒〈名詞句列うく動詞句〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝⇒〈動作主〉〈動洞句〉
　この章では・試作システムで行われる中国語文の構文　　　　　　＝⇒〈単代人称〉〈動詞句〉

解析の様子を具体的な例“我買書”（私は本を買う）を月］　　　　　　＝＝⇒｛我　単代名詞］ζ動詞句〉

いて示す。図8にこの文の導出の過程を示し，図9にこ　　　　　　⇒｛我　単代名詞）〈動詞琉〉

の過程が下降型の構文解析で再現される様子を示す。　　　　　　＝⇒（我　単代名詞〕＜肋。司1＞〈物体詞〉

　図9では，下降型でかつ左から右への構文解析が行わ　　　　　　＝＝＝⇒〔我　単代名詞〕（興　亜り」3×物体・司〉

れる過程が，実線とそれにつけられた番号によって示さ　　　　　　＝＝＝＝争｛我　単代名‘i司〕口呈動3）（古　物体｝

れている。また解析した単語とその属性の対のリストの　　　　　　　　　　図一8　文“我買害〃の導出

1＿1‖　　　　隠卿μ
　　　　　　　　　　　　　　　　↓⑲i

　　　　　　　　　　　　　　　‘S田Hll7’S田IIオ刊｝

　　　　　　　　　　　　　　　：麓1連⑳一

図一9　文“我買書”の解析過程

　　（L」03　叫A13　5HU1）　　　　　　　　　　　　　　（』セn｛！｝｝

？？

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

（HD3　D目）　　　　　　　　　　　　　目t’rt代人16；）う‡㌔詞1り

《　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

蘭3D3）　　　　　　　旧動3］〉鵬・』
【SHU†　UU丁　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛｛1］　　C］体〕

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

図一田　文“我買書σの解析結果

文
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　このシステムで取扱える中国語文の例とそれを記述し　　　〈動類2　＞＝＜動詞2＞｛〈後助1＞｛（〈場所詞〉

た入力リストを附録3に与えた．さらにそのうちの5例　　　　　　　　　　　　　　　　　＋＜人称1，2＞）

について，試作システムで構文解析した結果を附録4に　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛〈終助詞〉｝

示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋｛〈場所詞〉＋〈人称1，2＞）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛〈終助詞〉｝

　5・あとがき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋〈否定詞〉＜動詞2＞｛（場所詞〉

　以上，中国語文の構文解析システムを言語処理系の生　　　　　　　　　　　　　＋（人称1，2＞｝

成MYLANGを用いて試作したことについて述べた。　　　　　　　　　　　＋〈終助詞〉｝

MYLANGで生成されるシステムは，　ATNを基にさら　　　く動類3　＞＝＜動詞3＞k後助詞＞k物体詞〉｛〈終助詞＞1

に属性の付加によって増強されており，従って自然言語　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ζ終助詞＞1

の処理に対してかなり有用と思われる。このことは本研　　　　　　　　　　　　＋〈物体詞〉｛〈終助詞〉｝

究で行った実験を通じてかなり妥当と思われるが，しか　　　　　　　　　　　　＋〈否定詞〉ζ動詞3＞｛〈物体詞〉｝

し収録している文型も単語も少なく，今後さらに研究を　　　　　　　　　　　　十く終助詞〉｝

進める必要がある。今後に予定している課題は，単語の　　　（動頚4　＞＝＜動詞4＞1＜後助1＞1〈動作主＞1〈物体言司〉

増加，文型の拡大，辞書の作成および日本語文への翻訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＜終助詞＞U

などである。また，格文法による見直しなど，中国語自　　　　　　　　　　　　　＋〈物体詞〉｛〈終助詞〉｝｝

体の計算機向けの文法の再検討がより必要と思われる。　　　　　　　　　　　　　＋〈動作主〉｛〈物体詞｛〈終助詞〉｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ζ終助詞〉｝

　最後に本研究について御協力をいただいた安在研究室　　　　　　　　　　　　　＋〈物体詞〉｛〈終助詞〉｝

の藤村啓二，石川洋両氏や関係老各位に深謝の意を表し　　　　　　　　　　　　　＋〈否定詞〉（動詞4＞｛〈動作主〉

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋〈物体詞〉｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十C終助詞〉｝

附録1拡張BNFによる簡単な中国語文の文法記述　　　　　く人称名詞〉＝ζ人量詞＞1〈人称1＞

（文　　　〉ニ（名詞句列〉〈動詞句〉　　　　　　　　　　　　　　　　　＋k個体量詞＞1｛＜人称1＞＋＜人称2＞）

　〈名詞句列〉＝ζ動作主〉｛〈時場物〉｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋目複代名詞＞k人称3＞

　　　　　　÷〈時場物〉｛〈動作主〉｝　　　　　　　　　　　　　＜人称1　＞＝朋友’＋‘先生’＋‘客人1

〈動詞句　〉＝〈副詞節〉｛〈前助詞〉｝〈動詞類〉　　　　　　　　　＜人称2　＞＝‘人’．

　　　　　　＋｛〈前助詞〉｝〈動詞類〉　　　　　　　　　　　　＜人称3　＞＝‘大家’

　〈動作主　〉＝〈単代名詞〉＋〈複代名詞〉＋〈人称名詞〉　　　　　〈人量詞　〉ニ（〈数詞〉＋〈詞問数詞〉＋〈指示代詞〉）

〈時場物　〉＝ζ時間詞）1〈介場所詞〉＋〈場所詞＞1　　　　　　　　、　　　　‘個’

　　　　　　＋〈介場所詞〉＋〈場所詞〉　　　　　　　　　　　　〈数詞　　〉＝‘一’÷‘三1

　　　　　　＋〈物体詞〉　　　　　　　　　　　　　　　　　〈詞間数詞〉ゴ幾’

　ζ副詞節　〉＝〈範囲詞〉｛〈否定詞〉｝　　　　　　　　　　　　　〈指示代詞〉＝4注＋‘那’

　　　　　　＋〈否定詞〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈単代名詞〉＝‘我’＋弥’＋‘他’

　〈前助詞　〉＝〈能動助詞〉＋〈当為助詞〉　　　　　　　　　　　〈拉代名詞〉＝‘我刑’＋弥椚’＋¶他椚’

　ζ動詞類　〉＝＜動類1＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈時間詞　〉ニ1去年’十‘明天’十‘旺乍天’

　　　　　　＋〈動類2＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈介場所詞〉ニ‘在’〈場所詞〉

　　　　　　÷＜動類3＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈場所詞　〉＝‘上海’＋‘故宮’＋‘学校’

　　　　　　＋ζ動類4＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈物体詞　〉＝1＜書量詞＞k学問詞＞1＋〈学問詞〉ド書1

　＜動類1　＞＝（動詞1＞｛（後助詞〉｛〈終助詞〉｝　　　　　　　　　　　　　＋｛〈宅量詞〉｝‘鋼宅’

　　　　　　　　　　十く終助詞〉　　　　　　　　　　　　　〈書量詞　〉三｛〈数詞〉＋ζ詞間数詞〉＋〈指示代詞〉」本’

　　　　　　　　　　÷〈否定詞〉＜動詞1＞｝　　　　　　　　　（筆丑詞　〉＝1〈数詞〉＋〈詞間数詞〉＋〈指示代詞〉‘支1
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〈学問詞　〉＝‘数学1＋‘英文’＋‘日文　　　　　　　　　　　　　附録2　　文法名と略記号の部分対応表

ζ範囲詞　〉ニ’都’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文法名　　　略記号　文法名　　　略記号

く否定詞　〉＝〈否定1＞＋ζ否定2＞　　　　　　　　　　　　　文　　　　　JU　　動類1　　　DL1

＜否定1　＞＝‘不’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名詞句　　　MJ　　動詞1　　　DO1

＜否定2　＞＝」没1　　　　・　　　　　　　　　　　　　　動詞句　　　DJ　　否定詞　　　FOU

〈能動助詞〉＝］可以’＋‘能’＋‘慰意”　　　　　　　　　　　　動作主　　　DZZ　後助詞　　　HZU

〈当為助詞〉＝q匝i寧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単代名詞　　DDA　終助詞　　　ZOZ

〈後助詞　〉＝＜後助1＞＋〈後助2＞　　　　　　　　　　　　複代名詞　　FDA　動詞3　　　DO3

＜後助1　＞＝‘了1十‘過’　　　　　　　　　　　　　　　　　人称名詞　　REC

く後助2　うニ↓着’

〈終助詞　〉二丁’十4喝¶＋‘哩’

＜動詞1　＞二‘工作’

＜動詞2　＞＝‘来1＋‘去’

＜動1司3　　＞二一買’　　　　　＜亜1晴司4＞＝’給’

附録3　1．入力措音字母リストの例

10：48　 SEP　 O3，184　 DCノ［）ATA3：3PC・JHO3

三L　t）くIAト11SH巨NG　60N61ZUO4）
ユ　〔甘03　qu4NIAN2　：A14　SHAN64HAI3　00H〔…1ZUO4）
ヨ　（TAI　LAI2　LE）
〆←　 （N工3　HIη02T1AN1　ト｛ENG2　LAI2　）（tlE2XIAO4　HA〕
5　 《冒03　HIH［三2TIAN1　9U　NEHG≧　LAI2　）（UE2〕（IAO4〕

6　　（N工3　YUAN4YI　LAI2　HA）
『　　〔丁AI　LAI2　臼U　LAI2）
8　 （HO3　QU4　SHAhlG4HA工3）

9（NI：5白U4　GUO　gH4HG4HAI3．HA）
10　 （hro3　0U4　GUO　SHA81G4HAI3）
1’　〔UO］i　SHANG4Hへ13　qu4　G1」O　し∈｝
「8　 （0A4」AI　DOU†　LAI2　L｛…｝
13　 〔甘03　HAI3　SHU1）
」4－　〔ZHE4　日EN3　Y工鴨61冒E用2　SHUI　NI3　HAI3　ト¶A〕
！5　〔ZHEξ」　日EH3　5トiu1　LJO3　ト¶A工3　｛…UO　L∈）

16（NI3梱13日U門有13　ZH三4白訓3　SHU4XUE2　SHU1）
t1　（日03　ZUO～τIAト11　叶AI3　LE　YI1　日EN3　5HU1）
la　〔uO3　HEI2　QU4　GUO　SHA享」〔34Hへ1；）

lq〔冒03　GEI3　P∈NG2Y。U　YII　ZHI10ANG1日13）
ユσ（ZH巨4　ZHII　GAN〔三1Eξ13　」！03　6E13　P⊆吋〔i2YOU）

ユ」　〔冒03　ZUO2「r1A付1　GEI：5　Lε　TAI　YII　iヨEN3　SHU1）

∂a（ZH三4　9EN3　YIU6†冒EN2　SHUI　TA1　〔5；13　ト4…三12　G！…！3　NI3｝

」・3（UO3　KE3YI3　GE13　TAI　IH三4　9EN3　SHU1　円A）
∂L4（NI3　甘U　NξN（…2　G……13　TA1｝

c正iア〔HO3門EH　DA（」」A1　0DU†　LAI2　しE）

6L5｛LlO3　BU　YUAN4YI　同AI3　ZHE4　日EN3　5HU1）
6〕」7（E！13　YU且hl4YI　ト¶AI3　NA3　ヨEI」3〕

巳ユ白（冒03　HAI3　吋A4　BEト43）

　　END
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2．入力漢宇リストの例

　　　　　　1．先生工作。　　　　　　　　　　　　　　15，区本書我買過了。

　　　　　2．我去年在上海工作。　　　　　　　　　　16．枯買不買適本数学｛塩

　　　　　3．他来了。　　　　　　　　　　　　　　　17．我昨天買了一本書。

　　　　　　4．弥明天能来学校喝。　　　　　　　　　　18．我没去過上海。

　　　　　　5．我明天不能来学校。　　　　　　　　　　19．我譜朋友一支銅宅。

　　　　　　6．弥懸意来喝。　　　　　　　　　　　　　20，這支鋼宅我給朋友。

　　　　　　7．他来不来。　　　　　　　　　　　　　　21．我昨天拾了他一本書。

　　　　　　8，我去上海。　　　　　　　　　　　　　22．這本英文書他譜没鉛｛抗

　　　　　　9．佑去過上海喝．　　　　　　　　　　　23．我可以拾他這本暫喝。

　　　　　10．我去過上海。　　　　　　　　　　　　　24・弥不能拾他。

　　　　　11．我上海去過了。　　　　　　　　　　　　25．我『1大家都来了。

　　　　　12．大家都来了。　　　　　　　　　　　　　26．我不悪意買這本書パ

　　　　　13，　我買11｝。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．　fケ：［｛i三意買0郡本0

　　　　　14．速本英文書弥買哩｝。　　　　　　　　　　　28．我買那本。

附録4　出力例

例1　　（叩3ZUO2TI剛門A13　LE　Y11ヨεN3　SHU1）　　（辮天tt了一本i‘H
　　　　　ラマ
　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔

　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
　　　　　　｛　 U　 O　3　　　　 D　 D　A　　　　

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔　我　　　　　　　　　　　　「iL　‘t　者　』‘］ ）

　　　　　　（ZUO2T1AM　SGO）　　　　　　　　　　　‘蹴　時過）
　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　＿

　　　　　　｛開AI玉D3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛買　　動n

　　　　　　〔LEU訓）　　　　　　　　　　　　　σ　完了）
　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　〔YI†SHU4）　　　　　　　　　　　　｛一　数｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛本　　　　11F駄）
　　　　　　（ヨE噌3　5UL　ハ
　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　｛SH田冒UT）　　　　　　　　　　　　（11｝　捌輩）
　　　　　　〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　）



例2　。，（”°3GEI3β剛2・。・・11　Z・1］・喘1日1・・　　俄・・1月肱一支嗣
　　　　　　　　’i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　（L「03　 DDA　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（我　　　　　 ］ltft）

　　　　　　　　　1・EI－　　　　　　　1，；動、」

　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　〔PEN〔…2YOU　RE1　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛』η友　　　

人！㌻1｝

　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　（YII　SHU4　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛一　　　　故）

　　　　　　　　　（ZHI191Lハ　　　　　　　　　　　　｛支　　郡1）
　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　　　　　　　　　（〔｝且NG1邑口」・1」T）　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛声宅　　 キi㈲

　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

例3　　　　　（冒03門E12　gu4　GUO　SH姻G4HA13）　　　　　　　　俄設去過上蘭）
　　　　　　　　？？

　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　（UO3　DDA　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛我　 rlt代名』司〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　　　　　　　　　i，EI2，、2、　　　　　　　　・没否定・・

　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔
　　　　　　　　　（QU4　D2　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔呈…　　　亜禎2）

　　　　　　　　　（GUO　 JIY　 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛i邑　　　　」ヨ…験｝

　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　（SH且NG4HA工3　DID’）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、ヒ謁　　 場所）

　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　）　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

例4　　　　（ZHE4　ZHI16ANGIBI3冒03　GEI3　P’三N62YOU）　　　1滋隅厄我袷且肱｝
　　　　　　　？？

　　　　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　（
　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　　　　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　（1Hξ4　ZH工D　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛記　　　　　］行代｝

　　　　　　　　　（ZH11　日IL　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【支　　　　 脳趾｝

　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　〔GAN61日13　L［u丁　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛節4韮　　　　 キカ「本｝

　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　［甘03　DDA　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（狸　　　　 単代〕

　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　（〔iEI3　D4　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1合　　　　　 亜8」，

　　　　　　　　｛PEN62YOU　RE1　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛朋’ヌ｛　　　人特1）

　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　）
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例5　　　　　　（uo3　QU4NIAN2　ZAI4　SHAN〔4HA13　GONGlluo4）　　　〔in去年「1：上描工伴）

　　　　　　？？
　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔
　　　　　　　〔uo3　DD旦　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隈　　　　　li1代〕

｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
（αU州IA岡2　舗0　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（去’1二　　　，描）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛在　　　　　　介」・D
〔ZA14．」巨1　）

（SH＾N脚旧剛）　　　　　　　　　　｛上汝　ユ賠｝
）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（GONGIZUO4　D1　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛］二F】三　　　　　タhl｝

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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